
１　はじめに

　　５月 日（土）に松山南高等学校において，

　愛媛大学理学部　土屋　卓也　教授より平成

　年度愛媛大学数学入試問題の解説があった。で

　は，どこでどのような間違いが生じてくるのか，

　本校生徒の誤答分析を中心に考察していきたい。

２　出題の傾向

（１）出題傾向

　　　今年度は教育学部，農学部，工学部環境建

　　設工学科社会デザインコースにおいて記述４

　　題を 分で，理学部，工学部（環境建設工学

　　科社会デザインコースを除く），医学部医学

　　科においては記述５題を 分で，後期は記述

　　５題を 分で解答する。

（２）出題内容

　　　教育学部（学校教育教員養成課程中等教育

　　コース自然科学系を除く），農学部，工学部

　　環境建設工学科社会デザインコース

　　　　１　小問集合

　　　　２　２次関数，微分法積分法

　　　　４　空間ベクトル

　　　　５　確率，数列

　　　教育学部学校教育教員養成課程中等教育コ

　　ース自然科学系

　　　　１　小問集合

　　　　２　２次関数，微分法積分法

　　　　３　微分法積分法

　　　　４　確率，数列

　　　理学部，工学部（環境建設工学科社会デザ

　　インコースを除く）

　　　　４　空間ベクトル

　　　　５　確率，数列

　　　　６　小問集合

　　　　７　複素数平面

　　　　８　微分法積分法

　　　医学部医学科

　　　　５　確率，数列

　　　　６　小問集合

　　　　７　複素数平面

　　　　８　微分法積分法

　　　　９　微分法積分法

　　　後期

　　　　１　小問集合（穴埋め）

　　　　２　小問集合

　　　　３　空間図形

　　　　４　確率，数列

　　　　５　微分法積分法

（３）難易度

　　　今年度の難易度としては基本レベルの問題

　　を中心に出題されている。基本的な問題をし

　　っかり解けるようにしてほしいという大学か

　　らのメッセージであるとのことであった。

３　問題分析

　　本校の３年生に入試問題を解いてもらう。３

　年生の文型生徒に１，２，４，５，理型生徒で

　教育学部，農学部，工学部環境建設工学科社会

　デザインコースを志望の生徒は，それぞれの学

　部に応じた問題を１～５から選び，理学部，工

　学部（環境建設工学科社会デザインコースを除

　く）医学部を志望の生徒は，それぞれの学部に

　応じた問題を５～１０から選び，理数科生徒に

　後期１～５を解いてもらった。採点基準は公表

　されていないため，定期考査に準じて採点し，

　得点率と誤答例から分析を行った。

　＜前期＞

１　次の問いに答えよ。

　 　 つの集合

　　　　 ｜ は整数，

　　　　 ｜ は と互いに素な自然数

　　の共通部分 の要素の個数を求めよ。

　 　 ， を実数とするとき，次の式を満たす実

　　数 ， を ， を用いて表せ。

　　　　　

　 　 次不定方程式 のすべての整

　　数解を求めよ。

　 　 の値を求めよ。

問題番号 合計

得点率

標準偏差

　【誤答例】

　 　それぞれの倍数の個数はわかっているが，

　　その個数の合計が計算できていない。

　　　数え上げようとして途中で断念している。

　 　指数の計算が正しくできていない。

　 　ユークリッドの互除法で計算しているが，

　　そこで終わっている。

　 　 としている。

　　　加法定理を間違えている。
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２＜教育学部学校教育教員養成課程中等教育コー

　　ス自然科学系希望者を除く＞

　　放物線 を とし， と 軸と

　の つの交点を ， とする。ただし， の

　座標は の 座標より小さいとする。また，点

　 は 上を から まで動く。 が ， と異

　なるとき，次の問いに答えよ。

　 　△ の面積が最大になるとき， の座標

　　および△ の面積を求めよ。

　 　放物線 と 軸で囲まれた部分の面積を

　　とする。△ の面積が となる の座標

　　をすべて求めよ。

　 　直線 を とする。 と の距離

　　が最小になるとき， の座標および と の

　　距離を求めよ。

　　　

問題番号 合計

得点率

標準偏差

　【誤答例】

　 　平方完成が間違っている。

　　　三角形の面積の計算が間違っている。

　 　 次方程式の解が間違っている。

　　　 ･ としている。

　　　（ 乗を忘れている。）

　 　点と直線の距離の公式が間違っている。

　　　平方完成が間違っている。

３＜教育学部（学校教員養成課程中等教育コース

　　自然科学系）＞

　　次の問いに答えよ。

　 　複素数平面において， 点 ，

　　 ， が正三角形の頂点となる複素

　　数 をすべて求めよ。ここ　で， は虚数単位

　　である。

　 　 つの関数

　　　　

　　　　

　　がある。 曲線 ， および直線

　　 で囲まれた部分を とする。

　ⅰ　関数 および の増減，極値，

　　　グラフの凹凸を調べ， を図示せよ。

　ⅱ　 の面積 を求めよ。

　【誤答例】

　　今年度の解答者は 名であった。

４＜医学部希望者は除く＞

　　座標空間内に異なる 点 ， ， ， があ

　る。線分 ， ， ， を ： に内分す

　る点をそれぞれ ， ， ， とする。

　 　 を示せ。

　 　 ， を実数とし，点 ， ， ， の座標

　　をそれぞれ ， ， ， ， ， ，

　　 ， ， ， ， ， とする。

　ⅰ　 および を ， を用いて成分で表

　　　せ。

　ⅱ　四角形 がひし形となるための必要

　　　十分条件を ， の式で表せ。

　ⅲ　四角形 正方形となる ， を求め

　　　よ。

問題番号 ⅰ ⅱ ⅲ 合計

文型得点率

文型標準偏差

理型得点率

理型標準偏差

　【誤答例】

　　理型生徒に提示した問題に１部不備があった

　ため， は全員に点を与えている。

　 　証明になっていない。

　　　 ， ， ， の位置がわかっていない。

　 ⅰ　計算が間違っている。

　　ⅱ　 ･ はわかっているが，計算で

　　　きていない。

　　　　 ⅰ が間違っている。

　　ⅲ　 はわかっているが，計算で

　　　 きていない。

５　 ， ， の 人が以下の規則に従って試合

　を繰り返し行う。各試合において 人が対戦し，

　残りの 人は待機する。対戦はどちらか一方が

　勝利し，引き分けはないものとする。

　①　第 試合では， と が対戦し， は待機

　　する。

　②　第 試合では，第 試合の勝者と が対戦

　　し，第 試合の敗者は待機する。

　③　同様に，第 試合では，第 試合の勝

　　者と第 試合で待機した者が対戦し，第 試

　　合の敗者は待機する。

　 と が対戦したとき が勝利する確率は ，

　 と が対戦したとき が勝利する確率は ，



　 と が対戦したとき が勝利する確率は で

　ある。第 試合において， ， ， が待機す

　る確率をそれぞれ ， ， とする。

　 　次の に適する数を，解答用紙の指定

　　のところに記入せよ。

　　　 ア ， イ ， ウ

　　　 エ

　　　 オ カ

　　　 キ ク

　　　 ケ コ

　 　 を の式で表せ。

　 　 を の式で表せ。

　 　 を の式で表せ。

問題番号 合計

文型得点率

文型標準偏差

理型得点率

理型標準偏差

　【誤答例】

　 　 が間違っている。

　　　問題文が正確に読めていない。

　 　初項を にしている。

　　　 としている。

　 　 についての漸化式が作れていない。

　 　 がわかっていないため， が求めら

　　れていない。

６　次の問いに答えよ。

　 　極限

　　　　　　

　　を求めよ。

　 　 を微分せよ。

　 　定積分

　　　　　　　

　　を求めよ。

　 　数列 の一般項が

　　　 …

　　であるとき， を求めよ。

問題番号 合計

得点率

標準偏差

　【誤答例】

　 　そのまま極限を求めようとして，計算がで

　　きていない。

　　　 と置き換えているが，分子分母を

　　で割る際に計算が間違っている。

　 　底を に変換したのち，微分できていない。

　　　底を に変換したのち，微分できていない。

　 　部分積分をしてしまっている。

　　　 としている。

　　　（ の微分と積分が混ざっている。）

　 　 で計算

　　している。

　　　 と式を変形して

　　いる。

７　 とおく。ここで， は虚数単位

　である。

　 　 の絶対値 および偏角 を求めよ。た

　　だし， の範囲は とする。

　 　 とおき， ， ，

　　 に対応する複素数平面上の点をそれぞれ

　　 ， ， とする。このとき，△ の

　　面積を求めよ。

　 　 とおき， ， ， に対応する

　　複素数平面上の点をそれぞれ ， ， と

　　する。

　ⅰ　 を求めよ。

　ⅱ　△ の面積を求めよ。

問題番号 ⅰ ⅱ 合計

得点率

標準偏差

　【誤答例】

　 　極形式へ直す際に，偏角を間違えている。

　 　図形的な解釈ができておらず，三角形の形

　　状が見えていない。

　 ⅰ　 の計算が間違っている。

　　ⅱ　無回答。



８　 を定数とし，

　　　　

　　　　

　とおく。 曲線 ， で囲まれた部

　分を とする。

　 　関数 および の増減，極値，

　　グラフの凹凸を調べよ。さらに， のと

　　き， を図示せよ。

　 　曲線 が 軸と接しているとき， の

　　値を求めよ。このとき， を 軸のまわりに

　　 回転させてできる立体の体積 を求めよ。

問題番号 合計

得点率

標準偏差

　【誤答例】

　 　増減表が間違っている。

　　　 ， の符号が間違っている。

　 　 の値を求めて終わっている。

　　　 の立式はできているが，計算ができてい

　　ない。

９＜医学部＞

　　 とおく。

　 　 を微分せよ。

　 　 が で極値をとるならば，

　　であることを示せ。

　 　 と の大小を比較せよ。

　【誤答例】

　　本年度の解答者は１名であった。

　＜後期＞

１　次の に適する数または式を，解答用紙

　の指定のところに記入せよ。

　 　 ア である。

　 　関数 の導関数は イ

　　である。

　 　関数 の導関数は

　　 ウ である。

　 　 エ である。

　 　関数 の導関数は

　　 オ である。

　 　座標平面上を移動する点 の時刻 におけ

　　る座標 ， が

　　　　　 ，

　　で表されるとき，時刻 における点 の速度

　　ベクトルは

　　　　　　 カ ， キ

　　であり，加速度ベクトルは

　　　　　　 ク ， ケ

　　である。

問題番号 合計

得点率

標準偏差

　【誤答例】

　 　

　 　 ，

　 　 ･

　 　 ，

　 　 ，

　 　 ，

　　　 ，

２　次の問いに答えよ。

　 　 ， を実数とする。 つのベクトル

　　　　 ， ， ， ， ，

　　のなす角がどのような に対しても鋭角とな　

　　るための必要十分条件を を用いて表せ。

　 　複素数 が を満たし，さらに

　　 の偏角が であるとき， を求めよ。こ

　　こで， は虚数単位である。

　 　等比数列 が かつ を

　　満たすとき，数列 の一般項を求めよ。

　 　不定積分 を求めよ。

問題番号 合計

得点率

標準偏差

　【誤答例】

　 　条件 はわかっているが，『ど

　　のような に対しても』の対処がわかっていな



　　い。

　 　意味がわかっていない。

　 　 が抜けている。

　　　 まではできているが，初項が間違え

　　ている。

　 　積分定数が抜けている。

　　　部分分数に分けられていない。

３　 を実数とする。座標空間において半径が で

　中心が ， ， ， ， ， ， ， ， であ

　る つの球の平面 による切り口の面積をそ

　れぞれ ， ， とおく。ただし，平面が球と

　交わらない場合または接する場合の切り口の面

　積は とする。

　 　 となる の値の範囲を求め，その範囲

　　で を を用いて表せ。

　 　 とする。 のとき，次の

　　問いに答えよ。

　ⅰ　 の取り得る値の範囲を求めよ。

　ⅱ　 を を用いて表せ。

　ⅲ　 が ⅰ で求めた範囲を動くとき， の最

　　 大値を求めよ。

問題番号 ⅰ ⅱ ⅲ 合計

得点率

標準偏差

　【誤答例】

　　球の位置関係が理解できていない。

　 　 の半径が間違っている。

　 ⅰ　 としている。

　　ⅱ　各球の断面の半径が間違っている。

　　ⅲ　ⅱ が間違っている。

４　正十二面体のさいころの各面に

　　　 ， ， ， ， ， ，

　　　 ， ， ， ， ，

　が つずつ書かれている。このさいころを繰り

　返し投げ， 回目に出た数を とする。

　とし， を

　　　

　　　　　　　　　　　　 ， ， ，…

　で定める。ここで， は虚数単位である。

　　 を である確率， を である

　確率， を が実数でない確率とする。

　 　 ， ， を求めよ。

　 　 ， を ， ， を用いて表せ。

　 　 を の式で表せ。

　 　 を の式で表せ。

問題番号 合計

得点率

標準偏差

　【誤答例】

　　複素数平面に惑わされて，問題の本質が理解

　できていない。

　 　 が間違っている。

　 ， ， 　無回答。

５　 とする。

　 　曲線 の凹凸を調べ，変曲点を求め

　　よ。

　 　曲線 の変曲点の 座標のうち最大

　　のものを とする。また，曲線 と直

　　線 で囲まれた部分を とする。

　ⅰ　 とおいて，定積分 を求

　　めよ。

　ⅱ　 の面積 を求めよ。

　ⅲ　 を 軸のまわりに 回転させてできる立

　　体の体積 を求めよ。

問題番号 ⅰ ⅱ ⅲ 合計

得点率

標準偏差

　【誤答例】

　 　微分が間違っている。

　　　 や の符号が間違っているため，

　　増減表，グラフがかけていない。

　　　変曲点が となっており，座標になっ

　　ていない。

　 ⅰ　 が間違っており， の値が出ていない。

　　ⅱ　立式はできているが，計算ができていな

　　　 い。

　　ⅲ　 の範囲と の範囲が混ざっている。

４　おわりに

　　１０月中旬に実施したこともあり，全体的に

　あまりできていなかった。ただし，問題自体は

　前期，後期ともに基礎的な内容が多く，例年に

　比べて各大問の最後の問題まで取り組めている

　生徒が多かった。理型においては，微分積分の

　基礎基本を徹底して指導しておくと良いと思わ

　れる。説明会でも土屋教授から，大学からのメ

　ッセージとして「基本的な問題をしっかり解け

　るようにしてください」と言われた。ただし，

　前期４，５，後期４については，数学という



　よりは，読解力の問題であった。文章を正確に

　理解して，整理し，解答を作る必要がある。前

　期５，後期４は確率と漸化式を組み合わせた　

　問題であり，この形式の問題は他大学でも多く

　出題されているため，対策が必要である。また，

　前期４，後期３では受験生が苦手とする空間　

　図形についての問題が与えられている。空間図

　形のイメージをしっかり持たせた上で解答に臨

　ませていきたいと感じた。

　　さらに，解説の中で土屋教授から「定理があ

　っても証明がないものは，解答を見ていてアレ

　ッ？と思うことがある。例えば，ロピタルの定

　理であったり，積分の計算における　　　　　

　　　　

　を証明なく使っているものに対して，減点する

　かどうか迷うことがある。計算できるものはち

　ゃんと計算してもらいたい。」とのことであっ

　た。何気なく教えているテクニック的な準公式

　については，解答の中で使う際には気を付ける

　よう指導するべきであると感じた。

　　今回の答案の採点や定期考査の採点を通して，

　メモ書きや計算だけを羅列している答案が多い

　ように感じる。自分の考えを正確に分かりやす

　く表現する国語力も必要であると改めて感じた。

　上辺だけの知識や解法を覚えて使うだけでなく，

　内容をきちんと深く理解することが大切であり，

　そのような取組が自分の考えを表現することに

　つながると考える。

　　今後はただ目の前の答え正誤だけに目を向け

　るのではなく，その解答の内容やプロセスまで

　しっかり考えさせる指導をしていかなければな

　らないと強く感じた。


